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会員の皆様の登録・変更をお願いします。PC、携帯でも可能です。
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2023年7月8日（土）
4年ぶりに総会を開催‼

於・喜山倶楽部

参
加
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

阿
部
　
　
繁
（
文
）

新
谷
　
眞
人
（
法
）

有
吉
　
通
泰
（
商
）

井
　
美
知
子
（
経
）

石
川
　
晶
雄
（
経
）

岩
城
　
和
裕
（
理
工
）

梅
田
　
真
人
（
経
）

大
竹
　
力
三
（
法
）

大
谷
　
洋
一
（
法
）

岡
部
　
立
道
（
法
）

小
澤
　
秀
敏
（
経
）

加
来
　
幸
昌
（
法
）

加
藤
　
正
治
（
法
）

加
納
　
幹
郎
（
経
）

黒
澤
　
義
己
（
法
）

後
藤
　
徳
彌
（
経
）

斉
藤
　
栄
一
（
文
）

笹
尾
　
憲
司
（
経
）

佐
藤
　
信
春
（
理
工
）

柴
田
　
　
明
（
理
工
）

清
水
　
隆
敏
（
法
）

杉
本
　
和
久
（
法
）

関
根
　
良
一
（
法
）

高
柴
富
士
男
（
経
）

高
橋
　
和
幸
（
法
）

田
仲
　
正
道
（
法
）

丹
下
　
照
己
（
経
）

千
葉
　
幸
嗣
（
商
）

照
木
　
信
久
（
理
工
）

長
島
　
秀
行
（
法
）

成
毛
　
　
誠
（
法
）

根
本
　
愼
一
（
文
）

野
田
　
光
昭
（
理
工
）

橋
本
　
幸
一
（
法
）

橋
本
　
美
文
（
経
）

蓮
実
　
俊
弘
（
法
）

馬
場
　
安
徳
（
法
）

原
　
　
伸
正
（
経
）

藤
本
　
真
也
（
法
）

古
木
　
進
一
（
理
工
）

堀
井
　
信
行
（
理
工
）

益
田
　
耕
二
（
法
）

松
平
　
　
守
（
経
）

松
本
　
　
正
（
法
）

宮
川
　
　
保
（
経
）

村
上
　
博
由
（
理
工
）

安
室
　
澄
子
（
文
）

山
﨑
　
厚
太
（
経
）

山
﨑
　
司
平
（
法
）

横
川
　
　
博
（
法
）

吉
江
　
信
博
（
商
）

吉
岡
　
義
典
（
理
工
）

二
次
会
か
ら
の
参
加
者

増
田
　
勝
美
（
法
）

渡
邊
　
秀
和
（
文
）
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左から原、馬場、千葉、山﨑（厚）、清水、柴田さん左から長島、小沢、丹下、照木、加来、成毛、蓮実さん

左から吉岡、岩城，益田、加藤、大竹さん

左から原、千葉、馬場さん

左から吉江、高柴、藤本、田仲、笹尾、横川、井さん

議長は山﨑厚太会長千葉事業部長黒澤会計部長石川会計監事

益田幹事長

司会は原副会長乾杯は大竹副会長初参加の横川さん（左）と松本さん

4年ぶりだけど、顔が変わってないネ‼

　

学
生
時
代
に
よ
く
通
っ
た
古
書
店
街
が

あ
る
神
保
町
。
地
下
鉄
神
保
町
駅
か
ら
徒

歩
3
分
の
所
に
あ
る
日
本
教
育
会
館
9
階

の
「
喜
山
倶
楽
部
」
の
11
時
。
実
に
4
年

ぶ
り
の
「
49
年
白
門
会
２
０
２
３
年
総
会
・

懇
親
会
」
で
す
。
懐
か
し
い
顔
が
52
名
集

ま
り
ま
し
た
。
最
初
分
か
ら
な
か
っ
た
人

も
、
マ
ス
ク
を
取
っ
て
み
れ
ば
4
年
前
と

変
わ
ら
な
い
顔
、
顔
、
顔
。
今
回
は
コ
ロ

ナ
対
策
の
為
、
8
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
席

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
11
時
半
か
ら
総
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
は
山
﨑
会
長
で
議
案
が
審
議
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
初
め
に
議
長
よ
り
総
会
が

中
止
さ
れ
て
い
る
間
の
議
案
は
役
員
に
お

け
る
議
決
を
以
っ
て
会
員
の
総
意
を
得
た

と
い
う
形
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

千
葉
事
業
部
長
の
２
０
２
２
年
度
事

業
報
告
を
皮
切
り
に
黒
澤
会
計
部
長
の

２
０
２
２
年
度
収
支
決
算
報
告
、千
葉
部
長

の
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
案
、黒
澤
部
長

の
２
０
２
３
年
度
収
支
予
算
案
、石
川
晶
雄

会
計
監
事
の
監
査
報
告
も
異
議
な
く
進
み

ま
し
た
。
会
長
選
任
に
つ
い
て
益
田
事
務

局
長
か
ら
3
年
前
に
開
催
さ
れ
た
会
長
選

考
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、推
薦
さ
れ
た

山
﨑
氏
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
関
係
で
は
原
伸
正
幹
事
長
が
副
会

長
に
、
益
田
事
務
局
長
が
幹
事
長
兼
事
務

局
長
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
料
理
で
懇
親
会

　

総
会
も
無
事
に
終
わ
り
12
時
か
ら
は
懇

親
会
で
す
。
乾
杯
は
大
竹
広
報
部
長
。
い

つ
も
の
ダ
ジ
ャ
レ
は
「
4
年
振
り
な
の
で

総
会
の
準
備
に
余
念

4

4

な
く
」
と
い
う
だ
け

で
、会
報
へ
の
原
稿
執
筆
の
感
謝
と
こ
れ
か

ら
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
乾
杯
の
発
声
。

　

食
事
は
一
人
ず
つ
へ
の
提
供
で
飲
み
物

は
飲
み
放
題
。
洋
食
中
心
の
コ
ー
ス
料
理

で
し
た
。

　

今
回
の
総
会
に
は
関
東
地
方
以
外
で
は

岩
手
、
新
潟
、
愛
知
県
か
ら
の
会
員
も
来

さ
あ
懇
親
会
！

総
会
・
懇
親
会
レ
ポ
ー
ト
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くじを引くのは
宮川さん

1等賞の照木さんは
にっこにこで登壇

抽選会の司会は千葉さん、
プレゼンターは安室さん

〆は山﨑（司）副会長

左から岡部、斉藤、橋本〈美〉、新谷、安室、宮川、加納さん

左から松平、根本、阿部、野田、堀井、村上さん前列左から関根、橋本（幸）、松本さん。後列左から古木、後藤、佐藤、有吉さん

左から杉本、黒澤、大谷、山﨑（司）、石川、梅田さん

写真・高橋和幸 腰を伸ばして、49年白門会バンザ～イ‼

ら
れ
ま
し
た
。
初
参
加
の
方
は
栃
木
県
か

ら
参
加
の
松
本
正
さ
ん
と
創
立
以
来
の
会

員
の
横
川
博
さ
ん
の
お
二
人
。

　

食
事
が
進
む
と
テ
ー
ブ
ル
席
を
離
れ
あ

ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
話
し
込
む
人
が
続
出
。

食
事
も
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
お
待
ち
か
ね
の

抽
選
会
で
す
。
今
回
は
高
橋
和
幸
カ
メ
ラ

マ
ン
が
チ
ョ
イ
ス
し
た
和
菓
子
と
お
茶
が

賞
品
。

1�

等
賞
は
京
都
宇
治
の
玉
露
と
虎
屋
の
高

級
羊
羹
2
本
。

2
等
は
西
麻
布
の
老
舗
の
か
り
ん
と
う
。

3
等
は
虎
屋
の
羊
羹
。

　

事
前
に
配
ら
れ
た
抽
選
カ
ー
ド
の
番
号

を
宮
川
保
さ
ん
が
引
き
、
7
名
が
か
り
ん

と
う
と
虎
屋
の
羊
羹
を
ゲ
ッ
ト
。
1
等
賞

は
音
楽
研
究
会
ス
ウ
ィ
ン
グ
部
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
科
（
？
）
卒
業
の
照
木
信
久
さ
ん
。

に
っ
こ
に
こ
の
笑
顔
で
賞
品
を
受
け
取
っ

て
ま
し
た
。
抽
選
に
外
れ
た
全
員
に
は
福

岡
県
八
女
の
高
級
煎
茶
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

楽
し
い
懇
親
会
も
あ
っ
と
い
う
間
に
2

時
間
近
く
た
ち
、
根
本
愼
一
さ
ん
の
リ
ー

ド
で
応
援
歌
と
校
歌
を
歌
い
、
恒
例
の
〆

の
山
﨑
司
平
副
会
長
の
万
歳
三
唱
で
再
会

を
誓
っ
て
解
散
。

　

二
次
会
は
同
じ
ビ
ル
の
2
階
に
あ
る
中

華
料
理
店
の
「
泰
南
飯
店
」。
な
ん
と
52

人
の
参
加
者
の
39
人
が
参
加
。
二
次
会
か

ら
参
加
の
2
名
も
含
め
て
41
人
が
5
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
座
り
2
時
間
の
懇
親
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
話
は
尽
き

な
い
様
子
、
何
せ
4
年
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

で
す
も
の
。
70
歳
を
す
で
に
超
え
た
皆
さ

ん
の
心
は
学
生
時
代
に
帰
っ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。　
　
　
　
（
広
報
部
・
大
竹
記
）

大
盛
り
上
が
り
の
二
次
会
会
場
‼
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総
会
開
始
に
当
た
っ
て

　

今
期
の
総
会
は
２
０
１
９
年
7
月
の
総

会
以
来
四
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
で

２
０
２
０
年
総
会
が
中
止
に
な
っ
た
時
は

ま
さ
か
こ
れ
程
中
止
の
期
間
が
長
引
く
と

は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
総
会
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
も

従
来
の
会
場
の
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
が
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
宴
会
の
取
扱
い
を
取
止
め
た

た
め
、新
会
場
を
選
定
す
る
必
要
が
生
じ
、

色
々
探
し
た
結
果
、
神
保
町
に
喜
山
倶
楽

部
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

総
会
議
案

　

総
会
は
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
、

２
０
２
２
年
度
収
支
決
算
報
告
～
２
０
２
２

年
度
会
計
監
査
報
告
、２
０
２
３
年
度
事
業

計
画（
案
）２
０
２
３
年
度
収
支
予
算（
案
）、

会
則
一
部
改
訂(

案)

、会
長
選
任
（
案
）、

運
営
体
制
（
案
）
の
七
つ
の
議
案
に
付
き

審
議
採
決
し
ま
し
た
。
会
則
の
一
部
改
訂

（
案
）
は
会
計
監
事
の
安
藤
さ
ん
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
、会
則
の
会

計
監
事
の
定
員
を
変
更
し
ま
し
た
。
会
長

選
任
（
案
）
は
会
長
選
考
委
員
会
よ
り
現

会
長
が
推
薦
さ
れ
現
会
長
が
留
任
と
な
り

ま
し
た
。
運
営
体
制
（
案
）
で
は
原
幹
事

長
が
副
会
長
と
な
り
後
任
は
益
田
事
務
局

長
が
幹
事
長
兼
任
と
な
り
ま
し
た
。
他
の

役
員
は
総
て
留
任
で
す
。

２
０
２
３
年
の
動
き

　

経
費
削
減
の
一
環
と
し
て
会
報
等
の
発

送
業
者
を
変
更
し
ま
す
。
年
間
約
二
万
円

　

４
年
ぶ
り
で
本
年
7
月
8
日
に
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
3
年

間
総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

し
た
が
、
２
０
２
３
年
総
会
で
は
皆
様
が

元
気
で
参
加
し
二
次
会
ま
で
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。

の
削
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
振
込
手
数

料
の
削
減
と
会
計
事
務
の
合
理
化
の
た

め
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

と
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を
始
め
ま
す
。

卒
業
五
十
周
年
記
念
総
会

　

チ
ン
ド
ン
屋
な
ど
の
催
し
物
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
過
性
の
も
の
よ
り
何

か
皆
さ
ん
に
還
元
し
た
方
が
良
い
と
考

え
、
懇
親
会
の
抽
選
会
景
品
を
増
や
す
事

と
致
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

当
会
の
会
員
は
皆
さ
ん
七
〇
歳
を
越
え

年
次
支
部
の
中
で
も
上
の
年
次
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
会
を
解
散
す
る
の
は
ま
だ
ま

だ
先
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
間
は
少
し
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
交
流
で
き

る
場
を
設
け
、
講
演
会
も
実
用
的
で
役
に

立
つ
よ
う
な
演
題
を
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
は
卒
業
五
十
周
年
記
念
総
会
で

す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

49
年
白
門
会
２
０
２
３
年
総
会
報
告

今
期
の
総
会
に
つ
い
て

49
年
白
門
会
会
長  

山
﨑  

厚
太

事
業
報
告

事
業
部
長  

千
葉  

幸
嗣
　

さ
て
、
２
０
２
２
年
の
活
動
と
し
て
は

「
第
23
回
ゴ
ル
フ
会
」
を
幹
事
の
高
木
一

成
さ
ん
が
福
岡
に
引
っ
越
し
し
た
こ
と
に

伴
い
、
昨
年
10
月
26
日
鹿
児
島
県
の
霧
島

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
14
名
参
加
の
も
と
開
催

し
た
の
が
唯
一
の
活
動
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
7
月
8
日
の
総
会
で
「
同

好
会
活
動
を
活
性
化
し
、
卒
業
50
周
年
に

　

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
漸
く
納
ま
り
、

我
ら
が
49
年
白
門
会
も
今
年
度
よ
り
活
動

を
再
開
、
7
月
に
は
4
年
ぶ
り
に
総
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、初
の
試
み
で
「
喜
山
倶
楽
部
」

で
着
席
で
の
総
会
と
な
り
、
こ
れ
も
ま
た

多
少
雰
囲
気
が
変
わ
り
善
き
哉
と
個
人
的

に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
会
計
報
告
で
す
が
、
２
０
２
０

年
度
以
降
同
好
会
等
の
活
動
は
一
切
な

く
、
予
定
し
て
い
た
当
会
創
立
20
周
年
記

念
事
業
も
中
止
と
な
り
、
こ
の
3
年
間
は

会
報
の
作
成
と
発
送
が
主
な
支
払
い
項

目
と
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
訳
で
、全
体

的
に
は
、
大
き
な
金
銭
の
動
き
は
な
か
っ

た
と
言
え
ま
す
が
、
記
念
事
業
を
行
わ
な

か
っ
た
分
を
余
剰
資
金
と
し
て
、
積
立
金

を
60
万
円
と
し
ま
し
た
の
で
、こ
れ
は
い
ず

備
え
る
」
と
方
針
が
決
定
さ
れ
、
順
次
同

好
会
活
動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
速
、
①
11
月
11
日
に
歩
こ
ー
（
る
）

会
「
不
忍
池
か
ら
旧
岩
崎
庭
園
を
巡
っ
て

御
徒
町
で
一
杯
」、
②
11
月
24
日
に
ゴ
ル

フ
会
「
飯
能
パ
ー
ク
Ｃ
Ｃ
」、
③
12
月
2

日
に
囲
碁
将
棋
同
好
会
「
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
次
第
で
す
。

　

な
お
、
10
月
29
日
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
飲
食
禁
止
の
た
め
49
年
白
門

会
と
し
て
の
参
加
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

49
年
白
門
会
の
新
年
会
は
２
０
２
４
年

1
月
27
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。
卒
業
50
周
年
に
向
け

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

会
計
報
告

会
計
部
長  

黒
澤  

義
己

れ
更
に
年
を
経
た
記
念
事
業
と
し
て
、
会

員
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

印
刷
物
の
発
送
な
ど
役
員
の
手
で
行
っ

て
い
た
諸
々
の
作
業
の
合
理
化
を
図
り
、

業
者
へ
の
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
よ
り
コ
ス
ト
の
低
い
業
者
へ
の
移
行

を
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た
、諸
活
動
再
開
に

よ
る
学
員
会
か
ら
の
補
助
金
収
入
も
見
込

め
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
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■
第
１
号
議
案

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

１
・
各
行
事

⑴
２
０
２
２
年
10
月
26
日
（
水
）

第
23
回　

49
年
白
門
ゴ
ル
フ
会（
14
名
）

２
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
会
報
発
行

・
第
44
号
・
２
０
２
２
年
6
月
18
日
（
土
）

・
第
45
号
・
２
０
２
２
年
12
月
17
日
（
土
）

３
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
常
任
会
活
動

・
第
18
回
・
２
０
２
３
年
2
月
18
日
（
土
）

４
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
役
員
会
活
動

・
第
119
回
・
２
０
２
２
年
4
月
22
日
（
金
）

５
・
会
員
数

会
員
総
数
（
２
７
１
名
／
２
０
２
３

年
5
月
31
日
現
在
）

２
０
２
２
年
度
新
入
会
員
数　

1
名

【49年白門会2023年総会】
2023 年 7 月 8 日（土）に 4 年ぶりの総会
が神保町駅近くの「喜山倶楽部」で開か
れました。各議案は参加会員全員の拍手
で承認されました。

〈収入の部〉	 	 （単位：円）
費　目 決算額 概　要

会 費 収 入 372,000 年会費　124 名× @3,000 円＝ 372,000 円入会金　 0 名× @1,000 円＝ 0 円

懇親会収入 734,000

総　会　 47 名× @8,000 円＝ 376,000 円
二次会　 38 名× @1,000 円＝ 38,000 円
新年会　 40 名× @7,000 円＝ 280,000 円
二次会　 40 名× @1,000 円＝ 40,000 円

雑 収 入 150,000
学員会支部活動支援金� 100,000 円
学員会講演会講師料補助金� 20,000 円
会報広告掲載料� 30,000 円

収 入 計 1,256,000

■第４号議案 2023 年度収支予算（案）について（2023年4月1日〜2024年3月31日）
〈支出の部〉	 （単位：円）

費　目 決算額 概　要
通 信 費 133,000 案内状発送費�117,000 円、送料�16,000 円

事 業 費 333,000 会報印刷�217,000 円、会報広告デザイン料�10,000 円、案内状等印刷�
15,000円、横断幕�10,000円、ホームカミングデー�40,000円、他

懇 親 会 費 990,000 総会�540,000 円、新年会�450,000 円
交 際 費 10,000 他支部宛祝い金 10.000 円
雑 費 58,000 送金手数料�25,000 円、その他�33,000 円
支 出 計 1,524,000
収 支 差 額 △284,000
前年度繰越金 1,104,486
次年度繰越金 820,486

〈収入の部〉	 	 （単位：円）
費　目 決算額 概　要

会 費 収 入 375,000 年会費　125名×@3,000 円＝ 375,000 円

懇親会収入 0

寄 付 金 0

雑 収 入 130,003
学員会支部活動支援金� 100,000 円
会報広告掲載料� 30,000 円
利息� 3 円

収 入 計 505,003

■第２号議案 2022 年度収支決算報告について（2022年4月1日〜2023年3月31日）
〈支出の部〉	 （単位：円）

費　目 決算額 概　要
通 信 費 133,305 案内状発送費�117,244 円、送料�16,061 円

事 業 費 230,952 会報印刷44号�105,270円、45号�111,080円、会報広告デザイン料他�9,364円、ホームページレンタル料�5,238円
懇 親 会 費 0
交 際 費 0
雑 費 25,046 振込手数料�25,046 円
支 出 計 389,303
収 支 差 額 115,700
前年度繰越金 988,786
次年度繰越金 1,104,486

■
第
３
号
議
案

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
案

１
・「
中
央
大
学
49
年
白
門
会
」事
業
基
本
計
画

　

同
期
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

を
図
り
、
卒
業
50
周
年
（
２
０
２
４
年
）

に
向
け
新
規
会
員
の
増
強
活
動
を
行
う
。

⑴
新
入
会
員
の
増
強

⑵�

同
好
会
活
動
を
活
性
化
し
、
卒
業
50

周
年
に
備
え
る

２
・
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑴���

「
総
会
・
懇
親
会
」

　
　

２
０
２
３
年
7
月
8
日
（
土
）

⑵
「
第
24
回　

49
年
白
門
ゴ
ル
フ
会
」

　
　

２
０
２
３
年
11
月
24
日
（
金
）

⑶
「
新
年
会
」

　
　

２
０
２
４
年
1
月
27
日
（
土
）

３
・�

同
好
会
行
事
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

が
、
改
め
て
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

<

囲
碁
将
棋
同
好
会>

　

囲
碁
、
将
棋
、
象
棋
、
オ
セ
ロ
。
ご

存
じ
な
い
方
に
は
ご
教
授
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
初
会
の
み
千
円
、
2
回
目

以
降
無
料
。
開
催
時
間
内
の
会
場
へ
の

入
退
室
は
自
由
。

<

デ
イ
ラ
イ
ト
の
会>

　

ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
楽
し
め
、
夕
飯

に
は
帰
宅
可
能
な
行
事
。
男
同
士
で
は

入
れ
な
い
ス
イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
経
験
で
き
る
会
。

<

歩
こ
ー
（
る
）
会>

　

ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
な
く
意
外
と
行
っ

た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
を
散
策
し
て
、

そ
の
後
で
一
杯
飲
め
る
会
。

<
何
で
も
あ
り
会>

　

会
費
の
上
限
は
定
め
ず
、
日
帰
り
で

も
宿
泊
で
も
可
の
縛
り
を
失
く
し
た「
何

で
も
あ
り
」
の
会
。

<

ゴ
ル
フ
会>

　

埼
玉
県
の
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
年
2
回
開
催
。

■
第
５
号
議
案

会
則
の
第
6
条
五
「
会
計
監
事
3
名
」

を
「
会
計
監
事
3
名
以
内
」
に
変
更
。

■
第
６
号
議
案

会
長
に
山
﨑
厚
太
氏
（
経
）
を
選
任

■
第
７
号
議
案

２
０
２
３
年
度
の
運
営
体
制

◆
新
任

副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

伸
正（
経
）

幹
事
長　

兼　

事
務
局
長　
　

益
田
耕
二（
法
）

◆
再
任

会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
厚
太（
経
）

副
会
長　

兼　

広
報
部
長　
　

大
竹
力
三（
法
）

副
会
長　
　

葛
西
聖
司（
法
）　

山
﨑
司
平（
法
）

事
業
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
幸
嗣（
商
）

会
計
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

黒
澤
義
己（
法
）

副
幹
事
長　

井
美
知
子（
経
）　

小
澤
秀
敏（
法
）

　
　
　
　
　

柴
田　

明（
理
工
）高
橋
和
幸（
法
）

　
　
　
　
　

只
縄
治
幸（
法
）　

根
本
愼
一（
文
）

　
　
　
　
　

馬
場
安
徳（
法
）　

福
松
征
男（
法
）

　
　
　
　
　

宮
川　

保（
経
）　

安
室
澄
子（
文
）

会
計
監
事　

石
川
晶
雄（
経
）　

大
谷
洋
一（
法
）

幹
事（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）　　

肥
沼
敏
子（
理
工
）

幹
事　

高
木
一
成
（
理
工
）　

渡
邊
秀
和
（
文
）
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朋
有
り
遠
方
よ
り
来
る
　
―
近
況
―

横
川
　
博（
法
）
神
奈
川
県 

相
模
原
市

　

本
年
は
私
に
と
っ
て
「
啓
蟄
」
の
ご
と

く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
這
い
出
る
年
と
な
っ

た
。7
月
の
49
年
白
門
会
総
会
に
初
出
席
。

設
立
以
来
の
会
員
で
あ
る
が
14
年
前
の
石

神
井
公
園
野
鳥
観
察
会
、
11
年
前
の
本
所

防
災
館
模
擬
災
害
体
験
ツ
ア
ー
に
夫
婦
で

参
加
し
た
の
み
、
あ
と
は
会
報
愛
読
の
ノ

ン
ポ
リ
会
員
で
あ
る
。

　

総
会
初
参
加
の
動
機
は
①
5
月
8
日
新

型
コ
ロ
ナ
5
類
移
行
に
伴
い
気
の
ゆ
る
み

（
余
裕
）
が
で
き
た
こ
と
②
年
賀
状
や
り

取
り
の
み
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
（
ド
イ
ツ
語

ク
ラ
ス
）
か
ら
小
同
窓
会
（
6
名
）
の
誘

い
が
あ
り
道
後
温
泉
で
49
年
ぶ
り
に
再
会

し
、
青
春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
お

い
し
い
お
酒
と
と
も
に
思
い
の
ほ
か
楽
し

く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
よ

り
、大
学
時
代
へ
の
郷
愁
が
沸
い
た
こ
と
。

　

こ
の
2
点
が
特
筆
的
な
参
加
動
機
で
あ

る
。
と
に
か
く
初
参
加
の
総
会
は
久
々
の

多
人
数
の
懇
親
会
で
も
あ
り
大
変
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
と
思
う
。
参
加
未
経

験
の
会
員
や
未
加
入
会
員
の
方
は
、
こ
れ

か
ら
参
加
お
す
す
め
で
あ
る
。

　

二
次
会
で
気
持
ち
が
高
揚
し
、
ま
た
人

（
酒
）
酔
い
を
し
て
い
た
の
か
会
報
執
筆

依
頼
を
引
き
受
け
た
ら
し
く
、
後
日
広
報

担
当
の
方
よ
り
依
頼
メ
ー
ル
を
受
け
た
。

ボ
ケ
防
止
も
兼
ね
久
々
に
パ
ソ
コ
ン
と
悪

戦
苦
闘
し
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
。

　
「
友
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
コ
ー
ナ
ー

へ
の
寄
稿
、
さ
て
何
を
書
こ
う
か
…
…
人

生
を
振
り
返
る
と
色
々
な
『
友
』
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
。
時
系
列
的
に
現
在
か
ら

振
り
返
っ
て
み
る
と
①
現
在
の
居
住
地
の

自
治
会
、
老
人
会
、
民
生
委
員
会
を
通
じ

た
友
人
②
会
社
生
活
・
転
勤
（
10
回
）
生

活
を
通
じ
た
友
人
③
大
学
時
代
の
友
人

（
学
友
会
剣
道
部
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
）
④

高
校
、
中
学
、
小
学
校
の
学
友
、
幼
馴
染

と
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
学
時
代
の
友
を
振
り
返
る
と
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
提
出
試
験
前
の
喫
茶
店
で
の
事
前

情
報
交
換
？
で
み
ん
な
必
死
の
形
相
で
友

情
を
深
め
た
思
い
出
が
あ
る
。
前
述
の
小

同
窓
会
の
仲
間
も
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
思
い

出
を
懐
か
し
く
語
っ
て
い
た
。

剣
道
部
創
部
１
３
０
周
年
‼

　

ま
た
、
ほ
ぼ
毎
日
通
っ
た
駿
河
台
2
号

館
地
下
剣
道
場
。
名
門
の
歴
史
あ
る
剣
道

部
だ
が
、
悲
し
い
か
な
我
々
4
年
間
だ
け

は
優
勝
経
験
な
し
。
現
在
は
男
女
と
も
全

国
優
勝
を
す
る
ほ
ど
。
竹
刀
の
素
振
り
を

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
素
振
り
に
変
え
て
し

ま
っ
た
先
輩
と
し
て
も
う
れ
し
い
限
り
。

本
年
12
月
、
創
部
１
３
０
周
年

記
念
式
典
開
催
予
定
と
の
こ

と
。
久
し
ぶ
り
に
先
輩
、後
輩
、

同
期
の
お
顔
を
拝
見
で
き
る

の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

9
月
初
旬
に
は
、
な
ん
と
、

夫
婦
相
和
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
、

１
か
月
間
十
二
分
に
静
養
し

全
快
。
い
ま
は
12
月
の
中
大
剣

道
部
創
部
１
３
０
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
て
全
国
の
剣
友

と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

道後温泉ホテル椿館ロビーにて（右から二人目が筆者）

　
「
お
ー
！
こ
れ
は
美
味
い
」
こ
の
一
言

は
か
な
り
の
食
通
と
思
わ
れ
る
知
人
が
私

の
料
理
を
一
口
食
べ
た
時
の
第
一
声
で
し

た
。
そ
の
料
理
は
当
会
の
高
橋
さ
ん
か
ら

頂
い
た
12
か
月
分
の
料
理
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
中
の
「
イ
タ
リ
ア
風
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
」
で
し
た
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
マ
ッ
シ
ュ

を
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に
つ
け
て
食
べ
る
と

最
高
で
し
た
。

　

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
料
理
は
毎
月
作
っ

て
み
て
い
ま
す
。
作
品
は
そ
の
都
度
、
私

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
に
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。家
族
は「
今
月
の
料
理
は
い
つ
作
っ

て
く
れ
る
の
」と
毎
月
期
待
し
て
い
ま
す
。

来
年
も
カ
レ
ン
ダ
ー
を
頂
け
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
、
週
に
一

度
は
料
理
を
し
て
い
ま
す
。
和
食
、中
華
、

フ
レ
ン
チ
、
イ
タ
リ
ア
ン
等
ジ
ャ
ン
ル
に

拘
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
味
だ

け
で
は
な
く
目
で
見
る
楽
し
さ
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

料
理
を
な
さ
ら
な
い
皆
さ
ん
に
簡
単
に

作
れ
る
、好
評
だ
っ
た
つ
ま
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
を
横
半
分
に
し
更
に
縦

半
分
に
し
、種
の
部
分
を
削
り
そ
こ
に
ツ
ナ

缶
、キ
ム
チ
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
合
わ
せ

た
も
の
を
乗
せ
る
だ
け
の
も
の
で
す
。

　

料
理
好
き
が
高
じ
て
食
品
衛
生
責
任
者

の
資
格
ま
で
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
子

ど
も
食
堂
」
の
開
設
に
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。
食
べ
る
人
の
楽
し
さ
、
満
足
、
幸

せ
の
た
め
に
美
味
し
く
安
全
な
料
理
を
作

り
続
け
ま
す
。

美
味
し
い
で
す
私
の
料
理
！

見て見て‼
私の作品

田
仲   

正
道
（
法
）

ローストビーフには
赤ワインがピッタリ。

右は蒲鉾に梅肉を乗せ、その上にとろ
ろ昆布をトッピングしたもの

ホットプレートのビビンバです。ほうれん草、
コーン、牛肉、もやし、にんじん、上にキムチ、
卵黄をバランス良く配しています。
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ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
役
割
の
ひ
と
つ
が
番

組
司
会
。
ゲ
ス
ト
の
聞
き
手
に
な
っ
た
り
、

リ
ポ
ー
タ
ー
の
取
材
を
受
け
た
り
、
生
活

情
報
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
し

な
が
ら
番
組
全
体
を
取
り
仕
切
る
。ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
中
継
な
ど
と

同
時
に
一
番
多
く
み
ら
れ
る
形
態
だ
。

　

男
女
ペ
ア
の
司
会
が
伝
統
的
に
長
か
っ

た
。
メ
イ
ン
は
男
性
で
サ
ブ
が
女
子
ア
ナ

の
時
代
が
懐
か
し
い
。

　

今
年
は
、
島
根
県
益
田
市
で
講
演
会
に

招
か
れ
た
。
初
任
地
の
鳥
取
放
送
局
で
一

緒
に
仕
事
を
し
た
女
性
と
再
会
で
き
、
お

互
い
の
老
齢
化
を
笑
い
あ
っ
た
。
二
人
と

も
二
十
代
前
半
、
鳥
取
の
有
名
な
神
社
の

娘
さ
ん
だ
っ
た
。「
Ｆ
Ｍ
リ
ク
エ
ス
ト
ア

ワ
ー
」と
い
う
土
曜
日
の
午
後
の
生
放
送
。

　

レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｊ
番
組
。
男
性
ア

ナ
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
て
選
ば
れ
た

女
性
と
番
組
を
進
め
る
。ど
ち
ら
も
新
人
、

未
熟
な
放
送
だ
が
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
練

習
に
も
な
る
し
、
と
き
お
り
歌
手
が
ゲ
ス

ト
で
入
る
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
修
行
に

も
な
っ
た
。

　

当
時
は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ブ
ー
ム
。
鳥

取
の
よ
う
な
地
方
に
も
レ
コ
ー
ド
会
社
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
連
れ
て
く
る
「
ビ
リ
ー

バ
ン
バ
ン
」「
高
山
厳
」「
ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ

み
」…
…
懐
か
し
い
。歌
謡
曲
の
新
曲
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で「
三
沢
あ
け
み
」「
小
林
幸
子
」

「
小
柳
ル
ミ
子
」
ら
が
来
た
時
も
あ
っ
た
。

3
時
間
の
生
な
の
で
、
曲
が
か
か
っ
て

い
る
間
に
飲
み
物
を
注
文
す
る
。「
葛
西

さ
ん
、
な
に
に
し
ま
す
か
？
」
副
調
整
室

と
ス
タ
ジ
オ
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
ン
で
レ
シ
ー

バ
に
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
返
事
は

手
元
の
小
さ
な
ボ
ッ
ク
ス
の
ボ
タ
ン
を
押

し
て
答
え
る
の
だ
が
、あ
る
時
、ま
ち
が
っ

て
マ
イ
ク
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
「
ス
プ

ラ
イ
ト
！
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
放
送
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、

発
覚
せ
ず
す
ん
だ
。失
敗
の
う
ち
あ
け
話
。

　

地
元
の
高
校
生
が
よ
く
聞
い
て
、
リ
ク

エ
ス
ト
カ
ー
ド
も
多
か
っ
た
。
デ
パ
ー
ト

の
屋
上
や
夏
の
海
水
浴
場
で
公
開
放
送
も

実
施
、宮
﨑
、大
阪
で
も
担
当
。
キ
ャ
リ
ア

も
長
く
な
り
、
確
実
に
聴
か
れ
て
る
か
ど

う
か
確
か
め
た
く
て
、放
送
中
に
「
こ
の

あ
と
夜
6
時
半
か
ら
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ナ
ー
の
皆
さ

ん
に
だ
け
合
図
を
送
り
ま
す
。
ど
こ
か

で
必
ず
眼
鏡
を
触
り
ま
す
か
ら
見
て
下

さ
い
ね
」と
公
共
電
波
を
使
っ
て
イ
タ
ズ

ラ
。
も
ち
ろ
ん
ネ
ク
タ
イ
締
め
顔
出
し
の

ニ
ュ
ー
ス
。
原
稿
を
置
く
時
、
右
手
で
眼

鏡
に
ゆ
っ
く
り
触
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
の
翌
週
の
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド

の
多
か
っ
た
こ
と
。「
ニ
ュ
ー
ス
見
な
が
ら

大
笑
い
し
た
の
は
は
じ
め
て
」「
こ
ん
な
に
、

真
剣
に
ニ
ュ
ー
ス
見
て
い
た
の
で
家
族
が

不
思
議
に
思
っ
て
い
た
」
な
ど
な
ど
…
…

聴
か
れ
て
い
る
、
見
ら
れ
て
い
る
。
放
送

は
送
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
受
け
手
が
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
内
緒
話
。
ゲ
ス
ト
も

豪
華
で
「
ペ
ギ
ー
葉
山
」
大
原
麗
子
と
結

婚
し
た
ば
か
り
の
「
森
進
一
」
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。

司
会
共
演
者
は
女
優

　

番
組
の
司
会
共
演
者
、
前
回
「
松
原
の

ぶ
え
」
と
は
長
か
っ
た
こ
と
を
写
真
入
り

で
紹
介
し
た
が
、
テ
レ
ビ
は
女
優
、
タ
レ

ン
ト
さ
ん
が
多
か
っ
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番

組
で
長
か
っ
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
唯
一
の

伝
統
芸
能
専
門
の
番
組
。「
芸
能
花
舞
台
」

昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
る
こ
ろ
始
ま
っ

た
。
少
年
時
代
に
見
て
い
た「
芸
能
百
選
」

の
後
継
番
組
だ
。

　

初
期
は
演
劇
評
論
家
の
渡
辺
保
、
利
根

川
裕
と
組
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
は
私
が
解
説

を
し
て
女
優
が
聴
き
手
に
な
る
か
た
ち
の

男
女
司
会
。
女
優
の
細
川
直
美
が
最
初
。

　

美
少
女
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
芸
能
界
入
り

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
か

り
ん
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
全
国
区
に
。
キ
ャ

リ
ア
を
経
て
知
性
と
落
ち
着
い
た
風
情
で

私
と
組
む
こ
と
に
。
び
っ
く
り
し
た
の
は

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
見
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

な
い
こ
と
。
つ
ま
り
女
優
は
演
技
を
カ
メ

ラ
が
撮
影
す
る
、
決
し
て
カ
メ
ラ
を
見
る

な
と
教
育
さ
れ
た
の
で
と
ま
ど
う
と
話
し

て
い
た
。数
年
続
け
、今
で
は
母
親
に
な
っ

て
い
る
が
清
楚
さ
は
そ
の
ま
ま
。
な
ん
で

も
素
直
に
対
応
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。

　

二
代
目
は
生
稲
晃
子
。ご
存
じ「
お
ニ
ャ

ン
子
ク
ラ
ブ
」
出
身
。
か
つ
て
「
夕
焼
け

に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
」
は
午
後
五
時
台
に
オ
ン

エ
ア
。
わ
た
し
は
「
表
」
番
組
の
総
合
テ

レ
ビ
「
な
ん
で
も
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
担
当
し
て
い
た
が
視

聴
率
で
負
け
て
ば
か
り
。「
裏
番
組
」
扱

い
で
、憎
い
敵
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
抜
け
て
女
優
、
タ
レ
ン
ト
と
し

て
活
躍
。
機
転
が
利
い
て
、
明
る
く
着
物

姿
も
似
合
っ
て
い
た
。
い
ま
で
は
参
議
院

議
員
の
セ
ン
セ
イ
。
び
っ
く
り
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
男
性
ア
ナ
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
存
在
し
な
が
ら
女
性
が

「芸能花舞台」で共演した初代は女優の細川直美。

二代目は生稲晃子。今は参議院議員のセンセイ。

チ
コ
ち
ゃ
ん
の
う
ち
あ
け
話
そ
の
8

葛
西   

聖
司
（
法
）

活
躍
し
た
時
代
、
そ
れ
も
今
は
昔
、
性
差

な
く
ふ
さ
わ
し
い
人
が
活
躍
す
る
時
代
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

弁護士　橋本幸一 弁護士　露木肇子
弁護士　近藤わかな 弁護士　三井浩之　

多摩総合法律事務所

八王子市寺町３０番地
☎０４２-６２６-９３３０
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人 
生 

満 

喫

海
外
旅
行
よ
も
や
ま
話

成
毛　

誠
（
法
）

杉
本  

和
久（
法
）

神
奈
川
県

川
崎
市

東
京
都

練
馬
区

　

73
歳
に
な
っ
た
が
病
院
勤
め
は
日
々
人

生
の
悲
喜
交
々
を
味
わ
え
面
白
く
叉
社
会

貢
献
も
で
き
今
の
と
こ
ろ
や
め
る
つ
も
り

は
な
い
。し
か
も
職
場
で
持
病
や
定
期
の

検
診
と
い
う
恩
恵
も
受
け
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
で
天
職
に
恵
ま
れ
た
。

　

女
房
も
今
の
と
こ
ろ
健
在
で
食
事
や
健

康
管
理
を
含
め
き
め
細
か
く
気
を
使
っ
て

も
ら
い「
健
康
こ
そ
金
な
り
」の
打
ち
出
の

小
槌
と
し
て
力
と
な
り
満
足
し
て
い
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
境
遇
を
持
続
す
る
た
め
憂

慮
し
て
い
る
の
は
自
制
心
の
涵
養
で
あ
る
。

　

私
は
鯨
飲
で
現
役
時
に
は
数
々
の
失
敗

談
に
暇
が
な
い
。
そ
こ
で
心
機
一

転
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
飲
み
会

自
粛
を
生
か
し
禁
酒
を
決
心
し
1

年
2
ヶ
月
間
一
滴
も
飲
ま
な
か
っ

た
。
お
か
げ
で
毎
日
の
晩
酌
は
や

め
ら
れ
た
が
、
た
ま
に
ま
だ
飲
み

過
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
自
戒
し
て
い

る
。

　

も
と
も
と
出
世
欲
は
な
く
人
生

の
充
実
を
図
る
た
め
仕
事
と
遊
び
の
境
目

を
な
く
し
働
く
よ
う
に
遊
び
、
遊
ぶ
よ
う

に
働
き
今
に
至
り
仕
事
は
極
楽
の
遊
び
と

捉
え
て
い
る
。
非
番
や
公
休
日
に
は
女
房

と
と
も
に
全
国
津
々
浦
々
旅
行
し
孝
行
も

怠
り
な
し
と
思
っ
て
い
る
。

　

日
々
「
諦
め
る
な
、
恐
れ
る
な
、
悲
し

む
な
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
メ
メ
ン
ト
モ
リ
の

　

か
な
り
古
い
話
で
す
が
、
失
敗
談
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
も

や
ま
話
に
お
付
き
合
い
下
さ
い
。

ウ
ィ
ー
ン
音
楽
鑑
賞
ツ
ア
ー

　

２
０
０
９
年
12
月
、
家
内
と
二
人
で
、

ウ
ィ
ー
ン
で
の
音
楽
鑑
賞
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
到
着
後
先
ず
、
国
立
歌
劇
場

で
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
セ
ビ
リ
ア
の

理
髪
師
」
の
鑑
賞
で
す
。
本
場
の
オ
ペ
ラ

に
備
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
理
解
し
て
い
た

の
で
す
が
、
長
旅
の
疲
れ
も
有
り
、
ほ
と

ん
ど
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
勿
体
な
い
事

を
し
た
と
後
悔
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
よ
く
睡
眠
モ
ー

ド
に
な
る
家
内
は
全
部
視
聴
し
た
と
の

事
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
私
よ
り
テ
ン
シ
ョ
ン

が
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は

無
事
、オ
ペ
レ
ッ
タ
、バ
レ
エ
、第
九
の
豪

華
で
華
や
か
な
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
は
年
末
・
年
始
の
日
程
で
し

た
の
で
、
珍
し
い
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

30
日
に
美
術
史
美
術
館
の
見
学
に
行
っ
た

時
の
事
。
元
旦
に
演
奏
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
バ
レ
エ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
が
2
階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
真
っ

最
中
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
の

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
男
女
が
優
雅
に
目
の

前
で
踊
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
。
急
い

で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

心
境
で
働
き
遊
び
運
動
し
続
け
て
き
た
。

足
を
鍛
え
て
貯
筋
し
健
康
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
働
き
続
け
貯
金
も
し
て
き
た
。

　

散
歩
習
慣
は
毎
日
約
２
万
歩
が
15
年
以

上
と
な
り
、
歩
き
過
ぎ
と
言
わ
れ
る
が
故

障
な
く
現
在
に
至
り
、
消
防
と
い
う
前
職

業
柄
現
役
時
体
を
鍛
え
た
の
が
功
を
奏
し

た
。

　

働
い
て
い
れ
ば
黒
字
の
人
生
で
百
年
時

代
な
ん
て
お
そ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
で
き

れ
ば
あ
と
10
年
は
働
き
、
遊
び
歩
き
続
け

た
い
。

　

楽
隠
居
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
朝
起

き
て
玄
関
前
の
掃
除
す
る
姿
は
想
像
す
る

だ
け
で
も
い
や
だ
！　

お
薬
手
帳
は
持
ち

た
く
な
い
！　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ん
て

真
っ
平
だ
！　

天
に
召
さ
れ
る
ま
で
多
動

多
接
多
休
で
あ
り
続
け
、
心
残
り
な
く
我

勝
道
を
貫
き
、
人
生
に
サ
ヨ
ナ
ラ
出
来
れ

ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
Ｔ
Ｖ
撮
影
が
有
る

と
の
事
で
、
我
々
の
ツ
ア
ー
グ
ル
ー
プ
全

員
が
1
階
ク
ロ
ー
ク
前
の
ロ
ビ
ー
で
監
禁

状
態
に
な
り
、
30
分
間
位
し
て
よ
う
や
く

解
放
。

　

帰
国
し
て
か
ら
、
録
画
し
た
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
る
と
、
そ
の
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
達
が
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

バ
レ
エ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
写
真
は
私
の
宝

物
で
す
。　
　

ド
イ
ツ
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

２
０
１
３
年
7
月
、
元
職
場
の
同
僚
Ｋ

氏
と
の
ド
イ
ツ
旅
行
の
話
で
す
。
宿
泊
し

た
ド
レ
ス
デ
ン
の
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
数
台
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
趣
味
の
Ｋ
氏
は
、

こ
の
自
転
車
で
市
内
を
巡
り
た
い
と
の
事

で
、
私
も
同
行
。
エ
ル
ベ
川
沿
い
に
ド
イ

ツ
の
古
都
を
風
を
切
り
な
が
ら
走
る
の
は

気
分
爽
快
で
し
た
。

　

橋
を
渡
り
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
ツ
ー
リ

ン
グ
。
途
中
カ
フ
ェ
で
休
憩
し
、
ド
イ
ツ

ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
海
外
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

す
る
の
は
初
め
て
の
体
験
で
、
Ｋ
氏
に
感

謝
で
す
。
ド
レ
ス
デ
ン
城
の
壁
に
あ
る
有

名
な
壁
画
「
君
主
の
行
列
」
の
前
で
撮
っ

た
の
が
左
ペ
ー
ジ
上
の
記
念
写
真
で
す
。

　

海
外
旅
行
は
、
時
々
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
、
非
日
常
の
世
界
に
没
入
で
き

元気なら何でもできる‼
 

広 

告 

募 

集

　

こ
の
会
報
を
作
る
費
用
の
一
部
を

皆
様
か
ら
の
広
告
収
入
で
賄
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
1
段
の
半
分
の
ス

ペ
ー
ス
を
5
千
円
で
提
供
い
た
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

会
社
経
営
者
、
弁
護
士
・
弁
理
士
・

税
理
士
・
行
政
書
士
・
司
法
書
士
な

ど
の
事
務
所
経
営
者
の
方
や
、
著
作

出
版
案
内
、
個
人
的
な
宣
伝
な
ど
、

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
稿
の
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
広
報

部
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
、
ご
相
談
は
事
務
局
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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四
郎
太
郎

「
う
ら
べ
の
か
ね
よ
し
」

岡
部  

立
道（
法
）
東
京
都

渋
谷
区

ま
す
。
ど
れ
だ
け
感
動
の
あ
る
時
間
を
過

ご
せ
る
か
が
、
充
実
し
た
人
生
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
旅
行
や

そ
の
他
の
趣
味
を
楽
し
み
、
残
さ
れ
た
余

　

こ
の
夏
か
ら
『
徒
然
草
』（
１
３
３
１

年
頃
）を
読
ん
で
い
ま
す
。
島
内
裕
子『
徒

然
草
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
は
、
原
文
・

訳
文
・
評
文
か
ら
な
り
、
読
み
や
す
く
、

通
読
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
兼
好
法
師
（
１
２
８
３
頃
～

１
３
５
８
年
頃
）
の
心
に
浮
か
ん
だ
「
よ

し
な
し
ご
と
」
は
、面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
を
探
る
べ
く
、
関
連
書
を
読
み

進
む
う
ち
に
、
小
川
剛
生
『
兼
好
法
師　

生
は
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
感

に
満
ち
た
、
心
豊
か
な
時
を
紡
ぎ
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

自転車での観光地巡りは楽しい思い出

京浜急行金沢文庫駅近くの称名寺。阿字ヶ池を中心に中之島・反橋・平橋を配した
「浄土庭園」が広がります。

徒
然
草
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
真
実
』（
中

公
新
書
）
に
出
会
い
ま
し
た
。
以
下
に
そ

の
要
点
を
略
記
し
ま
す
。

　

卜
部
兼
好
は
、
出
家
前
は
、
金
沢
流
北

条
貞
顕
（
１
２
７
８
～
１
３
３
３
年
、
六

波
羅
探
題
に
１
３
０
２
～
8
、
10
～
14
年

歴
任
）
に
仕
え
た
、
四
郎
太
郎
と
呼
ば
れ

た
侍
で
あ
っ
た
。
１
３
０
８
年
に
は
、
鎌

倉
に
下
り
、
武
蔵
国
金
沢
の
称
名
寺
長
老

の
書
状
を
携
え
て
貞
顕
の
も
と
に
帰
参
。

称
名
寺
に
墓
の
あ
る
亡
父
七
回
忌
の
法
要

を
兼
好
が
名
目
上
の
施
主
と
し
て
営
む

（
１
３
０
５
年
）。
１
３
１
０
年
頃
、内
裏（
花

園
天
皇
）
の
蔵
人
所
に
属
す
る
滝
口
の
侍

と
な
る
。
そ
の
後
（
１
３
１
３
年
以
前
）、

出
家
し
て
遁
世
者
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
京
都
の
吉
田
神
社
の
神
職
で
あ

る
卜
部
氏
系
図
に
は
、
兼
顕
の
子
に
慈

遍
・
兼
雄
・
兼
好
が
お
り
、
兼
好
の
官
暦

は
蔵
人
、左
兵
衛
佐
と
記
載
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
系
図
は
室
町
時
代
後
期
に
、
唯
一

神
道
を
唱
え
た
吉
田
兼
倶
（
１
４
３
５
～

１
５
１
１
年
）
が
捏
造
し
た
も
の
で
、
兼

倶
の
狙
い
は
、
そ
の
嫡
子
を
六
位
蔵
人
に

す
る
た
め
の
先

例
を
作
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

以
上
は
、
通

説
―
兼
好
は
兼

顕
の
子
で
、
六

位
蔵
人
と
し
て

後
二
条
天
皇�

（
１
３
０
８
年

没
）
に
仕
え
、

五
位
左
兵
衛
佐

と
な
っ
た
―
を

覆
す
、
衝
撃
的

な
内
容
で
す
。

　

卜
部
氏
系
図

の
呪
縛
が
解
か

れ
ま
し
た
。

　

金
沢
北
条
氏

の
菩
提
寺
で
あ

る
称
名
寺
に
伝

来
し
た
古
文
書
に
は
、「
進
上　

称
名
寺

侍
者　

卜
部
兼
好
状
」「
…
…
兼
好
帰
洛

之
時
…
…
」「
…
…
四
郎
太
郎
…
…
う
ら

へ
の
か
ね
よ
し
」
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
上
旬
に
、
京
急
線
の
金
沢
文
庫
駅

近
く
の
称
名
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
小
山
を

背
に
金
堂
が
建
ち
、
そ
の
前
に
は
浄
土
庭

園
が
広
が
り
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
金
沢
八

景
の
海
浜
も
望
め
ま
す
。

　

こ
の
寺
か
ら
隧
道
を
抜
け
る
と
金
沢
文

庫
で
、
鎌
倉
期
の
称
名
寺
境
内
図
と
北
条

貞
顕
の
書
状
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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２
０
２
０
年
3
月
に
出
発
予
定
の
バ
ス

ク
ツ
ア
ー
が
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
中
止
と
な
り
、
待
つ
こ
と
3
年
半
。
コ

ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
航
空

便
の
減
便
と
円
安
等
に
よ
り
ツ
ア
ー
料
金

が
従
前
よ
り
3
～
4
割
高
騰
し
た
為
、
予

算
オ
ー
バ
ー
で
個
人
旅
行
の
一
人
旅
に
変

更
し
た
。
こ
れ
が
思
わ
ぬ
事
態
に
遭
遇
し

多
く
の
思
い
出
づ
く
り
と
な
っ
た
。

　

先
ず
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
空
港
か
ら
サ
ン

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
空
港
へ
向
か
う
国
内
便

が
天
候
不
良
で
暫
く
待
機
す
る
旨
と
思
わ

れ
る
機
長
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
語
と

癖
の
強
い
英
語
放
送
（
当
方
の
英
語
力
で

は
意
味
不
明
）
が
あ
り
30
～
40
分
後
に
無

事
着
陸
。
そ
こ
は
、
小
さ
な
空
港
で
空
港

ス
タ
ッ
フ
も
誰
も
お
ら
ず
、
空
港
名
の
看

板
も
な
い
。
お
ま
け
に
日
本
か
ら
の
メ
ー

ル
確
認
中
に
空
港
内
に
人
が
い
な
く
な
り

仕
方
な
く
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
ホ
テ
ル
名

を
告
げ
て
乗
車
。

　

ベ
ン
ツ
の
タ
ク
シ
ー
で
発
車
し
１
２
０

㎞
前
後
で
20
分
前
後
走
行
。
当
方
の
事
前

調
査
で
は
市
内
ま
で
30
分
前
後
で
到
着
す

る
は
ず
。
マ
ッ
プ
で
確
認
す
る
と
当
地
は

ビ
ル
バ
オ
で
１
０
０
㎞
先
の
サ
ン
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り

ガ
ッ
ク
リ
。

　

タ
ク
シ
ー
代
が
心
配
で
景
色
を
見
る
余

裕
も
な
く
１
時
間
後
に
ホ
テ
ル
に
到
着
。

　

料
金
２
０
５
€
を
支
払
い
、
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
ま
で
バ
ッ
グ
を
ホ
テ
ル
に
預
け
て
ラ

ン
チ
を
食
べ
る
た
め
の
バ
ル
探
し
に
バ
ル

街
に
向
か
う
。　
　
　
　
　
　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
で
紹
介
の
有
名
店
は
ビ
ル
の

改
装
で
休
業
中
や
営
業
時
間
外
で
利
用
で

き
ず
、
少
し
混
ん
で
い
る
バ
ル
に
突
入
。

こ
れ
が
大
正
解
で
、
シ
ー
ド
ル
、
ウ
ニ
、

海
老
等
の
料
理
が
美
味
か
っ
た
。料
金
は
、

12
・
１
€
。

　

翌
日
は
、

サ
ン
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン
か

ら
路
線
バ
ス

で
30
分
程
の

オ
ン
ダ
ビ
リ

ア
観
光
へ
。

　

此
処
で
も

美
味
し
い
バ

ス
ク
料
理
に

偶
然
出
会
え
た
。
お
昼
時
に
事
前
調

査
し
た
有
名
店
は
満
席
、
又
は
午
後

１
時
か
ら
の
開
店
で
利
用
で
き
ず
断

念
。
近
く
の
パ
ラ
ド
ー
ル
の
フ
ロ
ン

ト
の
女
性
に
紹
介
さ
れ
た
【
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ａ
】
に
向
か
う
。
此
処
で
も
12
時
半

か
ら
の
営
業
と
の
こ
と
で
10
分
前
後

待
機
と
な
る
。
時
間
で
私
が
店
内
に

入
っ
て
も
照
明
を
点
灯
さ
れ
ず
、少
々

不
愉
快
に
な
る
も
空
腹
解
消
の
た
め

に
じ
っ
と
我
慢
す
る
こ
と
10
分
前
後
。

　

や
っ
と
メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
で
き
る
も
全

て
ス
ペ
イ
ン
語
。
翻
訳
ソ
フ
ト
で
も
料
理

内
容
が
判
ら
ず
、
素
材
を
頼
り
に
3
品
と

シ
ー
ド
ル
を
注
文
。
こ
れ
が
、
最
高
に
美

味
く
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

美
味
し
さ
。
バ
ス
ク
料
理
、
最
高
！　

思

わ
ず
店
員
の
お
兄
さ
ん
に
お
礼
を
言
う
と

憧
れ
の
ス
ペ
イ
ン
バ
ス
ク
の
旅

加
納  

幹
郎（
経
）愛
知
県

春
日
井
市

喜
ん
で
い
た
。
因
み
に
彼
は
、
ル
ー
マ
ニ

ア
人
で
24
歳
。
夫
婦
で
店
で
働
い
て
い
る

と
の
こ
と
。
料
理
代
金
は
31�

€�

。
非
常

に
お
値
打
ち
で
し
た

　

3
年
待
っ
て
訪
れ
た
バ
ス
ク
地
方
は
、

料
理
は
美
味
く
、
物
価
も
マ
ド
リ
ッ
ド
よ

り
も
安
く
、
治
安
も
良
く
最
高
で
し
た
。

（
１
€　

157
円
）

街角のパブで昼間からビールを満喫

バスク地方オンタビリアの家並み。左端がバスク料理店【ＭＩＫＡ】

　

私
の
趣
味
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

で
学
生
時
代
は
音
楽
研
究
会
・
音
楽
鑑
賞

部
に
所
属
し
て
ま
し
た
。
現
在
も
外
来
演

奏
家
を
中
心
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
ま

趣
味
と
し
て
の

神
社
・
仏
閣
巡
り

蓮
実  
俊
弘（
法
）
埼
玉
県

久
喜
市

頂
い
て
お
り
ま
す
。
参
拝
記
録
と
な
り
、

思
い
出
の
資
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ハードな相談から、ソフトな悩みまで

学校法人中央大学理事

弁　護　士　山　﨑　司　平
銀座ライツ法律事務所
〒104-0061 中央区銀座 3-10-9 共同ビル 6 階
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す
。
定
年
後
は
神
社
・
仏
閣
巡
り
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
元
の
久
喜
市
に
は
関
東
最
古
の
大
社
、

武
蔵
国
「
鷲
宮
（
わ
し
の
み
や
）
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。源
頼
朝
も
武
運
長
久
を
祈
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
大
社
は
年
6
回

「
催
馬
楽
（
さ
い
ば
ら
）」
神
楽
が
行
わ
れ

ま
す
。
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
鷲
宮
神
社
は
古

代
か
ら
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、

最
初
に
書
物
に
登
場
す
る
の
は
「
吾
妻
鏡
」

で
す
。

　

関
東
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
ゆ
か
り
の
有

力
な
神
社
と
し
て
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
伊
豆

山
権
現
（
神
社
）、
箱
根
権
現
（
神
社
）、

三
島
大
社
な
ど
の
著
名
な
神
社
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鷲
宮
神
社
に
伝
わ
る
神
楽
は
、
一
般
に

「
鷲
宮
催
馬
楽
」
と
い
い
ま
す
。「
催
馬

楽
」
と
は
平
安
時
代
に
広
く
流
行
し
た
歌

謡
で
、
こ
の
神
学
の
各
曲
目
に
歌
わ
れ
ま

す
。（
以
上
、
鷲
宮
か
ら
の
資
料
に
よ
る
）

氷
川
神
社
に
つ
い
て

　

二
千
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
と
い

わ
れ
、
大
い
な
る
宮
居
と
し
て
大
宮
の
地

名
の
由
来
に
も
な
っ
た
日
本
で
も
指
折
り

の
古
社
、
武
蔵
一
宮
と
し
て
関
東
一
円
の

信
仰
を
集
め
、
初
詣
に
は
多
く
の
参
拝
者

で
賑
わ
っ
て
ま
す
。

　

氷
川
神
社
の
社
は
大
宮
を
中
心
に
埼
玉

県
お
よ
び
東
京
都
下
、
神
奈
川
県
下
に
お

よ
び
そ
の
数
は
二
百
数
社
を
数
え
ま
す
。

　

秋
十
月
に
は
、
大
宮
氷
川
神
社
観
月
会

に
は
雅
楽
舞
の「
人
長
の
舞
」「
浦
安
の
舞
」

や
「
豊
栄
（
と
よ
さ
か
）
の
舞
」「
蘭
陵
王
」

の
舞
楽
を
組
み
合
わ
せ
て
演
奏
し
、
神
苑

の
秋
の
一
夜
を
幽
玄
で
幻
想
的
に
包
み
ま

す
。
是
非
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
が
放
映
さ
れ
さ
れ
ま
し
た
が
、

友
人
と
伊
豆
の
国
市
に
所
在
す
る
「
願
成

就
院
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
願
成
就
院

は
、
北
条
時
政
が
源
頼
朝
の
奥
州
藤
原
氏

征
討
の
戦
勝
を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
願
い
が
叶
う
よ
う
に
と
思
い
を
込
め

て
「
願
成
就
院
」
と
名
付
け
た
と
の
こ
と

で
す
。
こ
の
お
寺
に
は
北
条
時
政
の
墓
が

あ
り
ま
す
。本
堂
に
は
運
慶
作
の
仏
像（
阿

弥
陀
如
来
座
像
な
ど
五
体
）
が
安
置
さ
れ

て
ま
す
。

　

各
神
社
・
仏
閣
巡
り
を
し
て
御
朱
印
を

11
月
に
な
っ
て
も
夏
日
が
続
く
と
い
う

異
常
な
気
象
も
、
前
日
の
雨
で
一
気
に
冷

え
込
み
、
晩
秋
の
肌
寒
い
気
候
に
な
っ
た

11
月
11
日
。実
に
4
年
8
か
月
ぶ
り
に「
歩

こ
ー（
る
）会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
時
に
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
の
不
忍
口
に
集
合

し
た
の
は
13
名
。
参
加
予
定
の
2
人
は
集

合
場
所
の
出
口
を
間
違
え
、
探
し
回
る
波

乱
の
ス
タ
ー
ト
。
な
ん
と
か
上
野
公
園
の

西
郷
隆
盛
像
の
前
で
集
合
写
真
。
周
り
は

外
国
人
の
観
光
客
も
多
く
、
我
々
は
お
上

り
さ
ん
み
た
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
観
光

客
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
で
も
13
人
し
か
映
っ
て
ま
せ
ん
。

頂
い
て
お
り
ま
す
。
参
拝
記
録
と
な
り
、

思
い
出
の
資
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

御
朱
印
帳
は
参
拝
の
必
需
品

第
３
回﹁
歩
こ
ー（
る
）会
﹂
２
０
２
３
年

11
月
11
日
㈯

大
盛
会

　

不
忍
池
の
周
り
を
散
策
し
て
目
指
す
は

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
旧
岩

崎
邸
庭
園
」。
岩
崎
彌
太
郎
の
長
男
で
三

菱
第
三
代
社
長
の
久
彌
の
本
邸
。
１
３
０

年
前
に
贅
の
限
り
を
尽
く
し
た
建
物
内
を

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
付
き
で
40
分
ほ
ど
巡

り
ま
し
た
。

　

少
し
色
づ
き
始
め
た
樹
々
の
し
っ
と
り

と
し
た
庭
園
に
心
落
ち
着
く
ひ
と
時
で
し

た
。
す
ぐ
傍
が
繁
華
街
な
の
に
、
そ
の
喧

噪
も
な
く
落
ち
着
い
た
庭
園
な
ど
が
あ
る

東
京
と
い
う
大
都
会
の
姿
に
気
づ
き
、
な

ぜ
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

旧
岩
崎
邸
を
後
に
し
て
春
日
通
り
を
御

徒
町
駅
方
面
に
歩
い
て
懇
親
会
場
の
「
吉

池
食
堂
」に
到
着
。こ
の
お
店
は
い
つ
行
っ

て
も
行
列
が
で
き
て
い
る
人
気
店
。

　

幹
事
の
千
葉
さ
ん
の
乾
杯
の
後
、
昼
間

か
ら
の
飲
み
放
題
は
一
気
に
酔
い
が
回
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
3
年
以
上
の
自
粛
生
活

で
同
期
と
飲
め
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
の
酒
量
は
急
ピ
ッ
チ
で
上
が
る
上

が
る
。
2
時
半
か
ら
は
近
く
の
居
酒
屋
で

14
名
が
参
加
し
て
二
次
会
。
こ
こ
で
も
話

は
尽
き
な
い
2
時
間
で
し
た
。

　

御
徒
町
駅
で
解
散
し
た
が
、そ
こ
は「
ア

メ
ヤ
横
丁
」
の
前
。
ア
メ
横
を
ぶ
ら
ぶ
ら

し
な
が
ら
上
野
駅
ま
で
歩
く
こ
と
に
。
ア

メ
横
に
来
る
の
は
5
・
6
年
ぶ
り
だ
っ
た

が
、
や
け
に
外
国
人
が
多
く
、
中
国
、
タ

イ
、
韓
国
、
ト
ル
コ
な
ど
の
ア
ジ
ア
料
理

の
店
が
増
え
て
い
た
の
に
驚
い
た
。
し
か

も
ほ
と
ん
ど
が
満
席
。

　

い
ま
ま
で
の
「
歩
こ
ー（
る
）会
」
と
は

違
っ
て
、
今
回
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
会
」
だ
っ

た
な
と
、す
っ
か
り
酔
っ
た
頭
で
思
い
な
が

ら
、
山
手
線
に
顔
を
赤
く
し
て
乗
っ
た
土

曜
日
の
午
後
で
し
た
。（
広
報
部
・
大
竹
記
）

阿
部
　
繁
　
新
谷
眞
人
　
石
川
晶
雄

梅
田
真
人
　
大
竹
力
三
　
岡
部
立
道

後
藤
徳
爾
　
高
橋
和
幸
　
田
仲
正
道

千
葉
幸
嗣
　
成
毛
　
誠
　
橋
本
美
文

馬
場
安
徳
　
菱
倉
義
成
　
益
田
耕
二

安
室
澄
子

参
加
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

16人全員そろったのは「旧岩崎邸庭園」でした。

大いにしゃべって飲んだ2時間でした。
＊「歩こー（る）会」の詳細記事と写真をＨPに掲載してます。

４
年
８
か
月
ぶ
り
に
開
催
！　
上
野
公
園
か
ら

御
徒
町
へ
散
策
後
の
宴
会
は
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
‼
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●次号は卒業50周年特別号‼
皆様からの原稿を募集します。

　来る2024年は中央大学を卒業して50年の記念すべき年に
なります。そこで次号の会報では、会員の皆様の声をできるだけ
多く掲載したいと思っております。
　募集するテーマは「卒業50周年を迎えて」という事で、卒業し
てからの50年間で記憶に残る出来事や、大学生活の思い出など
を書いてください。
　字数は100字~400字と幅を持たせてありますので気軽に書
いてください。
　締めきりは2024年4月27日（土）です。49年白門会事務局
か49会のメールアドレス宛に送ってください。皆様のご協力を
お願いいたします。

49年白門会事務局
　106-0047
　東京都港区南麻布3-11-41　
　ロイヤルシーズン南麻布501　益田様方

49年白門会メールアドレス
　hakumon49@gakuinkai.com

編
集
後
記

�

4
年
ぶ
り
に
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

果
た
し
て
何
人
の
人
が
参
加
さ
れ
る
の
か

不
安
で
し
た
。
で
も
、
不
安
は
杞
憂
に
終

わ
り
前
回
（
２
０
１
９
年
）
よ
り
も
10
人

多
い
52
名
の
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

 

4
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
あ
ま
り
顔
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、

前
回
参
加
さ
れ
た
役
員
の
中
島
章
夫
、
安

藤
正
幸
さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
お
二
人
の
御
逝
去
は
4
年
間
と

い
う
年
月
が
静
か
に
、
そ
し
て
確
実
に
過

ぎ
て
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
報
の
原
稿
執
筆
依
頼
は
こ
の
3

年
間
全
て
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
し
た

が
、
今
号
は
懇
親
会
や
二
次
会
の
会
場
で

広
報
部
員
が
直
接
依
頼
を
し
、
ご
快
諾
さ

れ
た
方
に
メ
ー
ル
で
改
め
て
依
頼
を
し
て

執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ー
ル
と

対
面
で
の
執
筆
依
頼
は
、
書
い
て
く
れ
る

か
否
か
が
そ
の
場
で
わ
か
る
対
面
が
断
然

楽
で
す
。
断
ら
れ
て
も
粘
り
強
く
頼
む
こ

と
も
で
き
ま
す
し
…
。

　

来
年
は
卒
業
し
て
50
周
年
と
い
う
節
目

に
当
た
り
ま
す
。
広
報
部
で
は
49
年
白
門

会
創
立
15
周
年
、
20
周
年
の
記
念
誌
を
発

行
し
ま
し
た
が
、
卒
業
50
周
年
は
記
念
誌

で
は
な
く
増
ペ
ー
ジ
の
特
別
号
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
1
月
末
に
は
新
年
会
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
元
気
な
顔
が
集
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。　
　
（
大
竹
力
三
）

　

10
月
9
日
に
行
わ
れ
た
第
35
回
出
雲
駅

伝
で
は
、
中
央
大
学
は
7
位
で
シ
ー
ド
権

を
獲
得
。

　

11
月
5
日
の
第
55
回
全
日
本
大
学
駅
伝

で
も
4
位
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

前
回
総
合
2
位
で
、
優
勝
ま
で
あ
と

一
歩
の
箱
根
駅
伝
は
、
今
回
が
記
念
の

１
０
０
回
目
を
数
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す

べ
き
大
会
で
優
勝
を
‼　

否
が
応
で
も
期

待
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
1
月
2
日
、
3

日
は
テ
レ
ビ
か
ら
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。

が
ん
ば
れ
！　

中
央
大
学
！

大学
三大駅伝

出
雲
7
位
、

全
日
本
大
学
4
位
、

そ
し
て
箱
根
は
!?

　

コ
ロ
ナ
禍
の
4
年
間
は
「
49
年
白
門
ゴ

ル
フ
会
」
だ
け
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
外
の
同
好
会
は
開
催
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

5
月
に
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
て
か

ら
、
7
月
の
総
会
を
皮
切
り
に
同
好
会
も

活
動
開
始
。

　

11
月
に
は
「
歩
こ
ー（
る
）会
」「
ゴ
ル
フ

会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
は
「
囲

碁
将
棋
同
好
会
」、
春
に
は
「
デ
イ
ラ
イ
ト

の
会
」「
何
で
も
あ
り
会
」
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
予
定
な
ど
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

開
催
日

　

２
０
２
４
年
1
月
27
日
（
土
）

場
　
所

　

喜
山
倶
楽
部

　

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
2
ー
6
ー
2

　

日
本
教
育
会
館
9
階

　

電
話　

０
３
ー
３
２
６
２
ー
７
６
６
１

　

最
寄
り
駅　

東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
、

　

地
下
鉄
都
営
新
宿
線
・
三
田
線

　

神
保
町
駅
（
Ａ
1
出
口
）
徒
歩
3
分

時
　
間

　

12
時
ー
14
時
（
11
時
30
分
よ
り
受
付
）

会
　
費

　

８
０
０
０
円

４年ぶりに
新年会を開催‼

2024年1月27日（土）

アレアレ
4 44 4

から４年‼
来年は辰年。時のたつのも早く、
腹のたつこともありますが、
大いに飲んでりゅう飲を下げましょう！
二次会も同じビルの 2階の「泰南飯店」で行われます。

2020 年1月25日に行われた新年会

同
好
会
も

続
々
再
開


